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１．背景・目的 
 

１－１ 背景・計画策定の目的 

 

道路は、私たちの⽇常⽣活に最も⾝近な社会資本の⼀つであり、社会を⽀える基盤的なインフラとして⽋かせ
ません。 

⼀方で、公共施設の⽼朽化対策は、全国的に⾒ても⼤きな課題となっています。これに対処するためには、公
共施設の全体状況を早急に把握し、⻑期的な視点を持って計画的に修繕を進めることが必要です。 

国においても、インフラ⻑寿命化基本計画を策定するとともに地方公共団体に対して、公共施設等の総合管
理計画の策定を要請しています。 

これを受けて、市⺠の安全と安⼼を確保するため、市が管理する認定路線において、中⻑期的な維持管理コ
ストの削減と予算の平準化を目指し、効率的で適切な舗装の維持管理を⾏うことを目的とした計画を策定する
ものです。  
 
１－２ 本計画の位置づけ 
 
 本計画は、南房総市公共施設等総合管理計画の個別施設計画のうち、道路を対象としたものです。  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    図-1.2 舗装維持管理計画の位置づけ 
 
 
 
 
 

橋梁 道路 学校 道路 橋梁 学校 
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１－３ 対象施設 
 
 市が管理する道路約 759 km を対象とします。 
 

表-1.3 管理道路の状況 
 
 
 
 
 
 
                                        認定路線調書を基に集計 
 
 
１－４ 計画期間 
 
 本計画の計画期間は、令和 5 年度（2023 年）から令和 9 年度（2027 年）までの５年間とします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道路種別 路線数 実延⻑(km)
1級市道 82路線 約107km
2級市道 131路線 約94km

その他市道 2,031路線 約558km
合計 2,244路線 約759km
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２．舗装維持管理における基本的な考え方 
 

２－１ 道路分類 

 
道路の重要性や交通の特性に応じた管理を⾏うため、役割、性格、および修繕実施の効率性を考慮して、

道路を B〜D の３つの区分に分けて管理します。道路分類のイメージを図-2.1.1 に示します。 
使⽤頻度が高く、損傷が進⾏しやすい道路は B 分類として、維持管理の優先順位を高めます。このアプローチ

により、細かな修繕を⾏いながら、路盤層の健全度を維持し、道路の耐久性を向上させることが可能になります。 
⼀方で、損傷の進⾏が比較的緩やかな道路は、修繕サイクルが⻑く設定できるため、C 分類として位置づけま

した。これらの道路については、路⾯の状態が管理基準に達した時点で、表層の適時修繕を⾏い、路盤層を保
護する措置を講じます。 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2.1.1 道路分類のイメージ 
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 市が管理する道路約 759 km について、図-2.1.2 に示すとおり分類しました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2.1.2 本市における道路分類 
 

２－２ 使⽤目標年数 

 

使⽤目標年数とは、アスファルト舗装の表層における劣化の進⾏速度に⼤きなばらつきがあることを踏まえ、そ
の早期劣化区間を排除し、また供⽤年数と損傷レベルに応じた適切な措置を実施することによって、道路の⻑寿
命化を図るために設定される目標期間です。この期間を通じて、表層の管理をきめ細やかに⾏い、⻑持ちさせる
ことを目指します。 

そこで、これまでに蓄積された路⾯性状調査結果および修繕実施記録に基づき、表層の使⽤目標年数を表-
2.2 のように設定しました。 

 
表-2.2 道路分類別の使⽤目標年数 

 
 
 
 
 
 

 
 

表層の使⽤目標年数は、劣化進⾏の早い分類 B のアスファルト舗装に対して設定するものとし、過年度に実
施した路⾯性状調査や修繕実施状況を踏まえ 15 年としました。なお、分類 C,D のアスファルト舗装およびコンク
リート舗装においては、もともと舗装寿命が⻑いことから使⽤目標年数は設定しないこととしました。 

道路の 
分類 

表層の使⽤目標年数 

アスファルト舗装 コンクリート舗装 

B 15 年 設定しない 

C 設定しない 設定しない 

D 設定しない 設定しない 
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２―３ 路⾯性状の点検頻度 

 

 路⾯性状調査の頻度は下記理由により、表-2.3 のとおり設定しました。  
① 定期点検の実施により、損傷が急激に進んでいる箇所を把握でき、適切な維持管理を実施できます。 
② 損傷速度を検証することで、劣化予測式の⾒直しができ、将来予測の精度が向上します。 
③ 次回の維持管理計画の更新時の基礎資料とすることができます。 

 

表-2.3 点検頻度 
 

 

 

 

 

 

 

 
２－４ 路盤の健全性確保 
 

 舗装の⻑寿命化のためには、路盤の構造的な健全性が失われないよう表層等を適時修繕すること、また路盤
の構造的な健全性が失われている場合は、路盤を含めた修繕を⾏うことが重要です。 
 舗装の損傷は、舗装⾯に⽣じたひび割れ等の損傷から路盤層に雨水等が浸入することにより、路盤層が軟弱
化することで進⾏します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.4 路盤の損傷メカニズム 

道路の 
分類 

定期点検 

点検方法 点検サイクル 

B 
路⾯性状調査 

１回／５年程度 

C １回／10 年程度 
   D 目視、モバイル機器等 随時 
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２－５ 診断区分の設定 

 

道路分類ごとに診断区分を整理し、区分Ⅰから区分Ⅲの３段階に損傷レベルを分類しました。損傷レベルの
判断基準は、路盤の健全性確保の観点から、ひび割れ率をもとに設定しました。 
 

表-2.5.1 分類 B における診断区分 
 

診断区分 状態 判断基準 

Ⅰ 健全 損傷レベル⼩︓管理基準に照らし、
劣化の程度が⼩さく、舗装表⾯が健
全な状態である。 

ひび割れ率(％) 
0〜20%程度 
 

Ⅱ 表層機能保持段階 損傷レベル中︓管理基準に照らし、
劣化の程度が中程度である。 

ひび割れ率(％)  
20〜40%程度 

Ⅲ 修繕段階 損傷レベル⼤︓管理基準に照らし、そ
れを超過している又は早期の超過が
予⾒される状態である。 

ひび割れ率(％)  
40%程度以上 
 

 Ⅲ-1 
表層等修繕 

表層の供⽤年数が使⽤目標年数を
超える場合（路盤以下の層が健全で
あると想定される場合） 

Ｄ0 たわみ量が基準値 
(許容たわみ量)以下である 

Ⅲ-2 
路盤打換等 

表層の供⽤年数が使⽤目標年数未
満である場合（路盤以下の層が損傷
していると想定される場合） 

Ｄ0 の基準値(許容たわみ
量)を超えている 

 
 

表-2.5.2 分類 C,D における診断区分 
 

診断区分 状態 判断基準 

Ⅰ 健全 損傷レベル⼩︓管理基準に照ら
し、劣化の程度が⼩さく、舗装表
⾯が健全な状態である。 

ひび割れ率(％)  
0〜20%程度 
 

Ⅱ 表層機能保持段階 損傷レベル中︓管理基準に照ら
し、劣化の程度が中程度である。 

ひび割れ率(％)  
20〜40%程度 

Ⅲ 修繕段階 損傷レベル⼤︓管理基準に照ら
し、それを超過している又は早期の
超過が予⾒される状態である。 

ひび割れ率(％)  
40%程度以上 
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２－６ 路盤層の健全度調査について 

 

路盤以下の層の損傷状態は、ＦＷＤたわみ量調査や開削調査による詳細調査によって確認します。 
 

２－６－１ FWD たわみ量調査よる方法 
 

FWD調査では、たわみ量調査によって、路盤の健全度を判断します。たわみ量が基準値を超えている場合、
交通量に対して路盤の⽀持⼒が不⾜していると考え、路盤からの修繕を検討します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-2.6.1 FWD 調査状況              図-2.6 たわみ縦断図 
 
 

なお、許容たわみ量は、表-2.6に示すとおりであり、交通量区分ごとに定められています。 
 

 
表-2.6 許容たわみ量の基準値 

 

交通量区分 Ｎ1 Ｎ2 Ｎ3 Ｎ4 Ｎ5 Ｎ6 Ｎ7 

舗装計画 
交通量 

(台/⽇･方向) 
15 未満 

15 以上 
40 未満 

40 以上 
100 未

満 

100 
以上 
250 
未満 

250 
以上 

1,000 
未満 

1,000 
以上 

3,000 
未満 

3,000 
以上 

Ｄ0 たわみ量 
基準値 (μm) 

1,300 1,300 1,300 900 600 400 300 

 
出典︓舗装点検要領に基づく舗装マネジメント指針 
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２－６－２ 開削調査による方法 
 

開削調査では、路盤や路床の含水状態を確認するほか、⽀持⼒、路盤や路床からの細粒分の移動、路盤
材の脆弱化等を確認します。 

目視ならびに試験を通じて健全部と比較して異常が⾒られた場合、路盤層に損傷が⽣じていると推測できま
す。開削調査の状況を写真-2.6.2に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         開削箇所               路盤材の採取                        試験状況 

 
写真-2.6.2 開削調査の状況 
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２－７ 措置における工法選定の考え方 

 
２－７－１ 工法の選定 
 

修繕工法を検討する際は、路⾯の表⾯的な変状のみで判断するのではなく、供⽤後の路盤の耐久性など、
費⽤対効果を考慮します。診断区分に応じた修繕工法の例を表-2.7 に示します。 
 

 

表-2.7  診断区分に応じた修繕工法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 〇打換え工法
路上路盤再⽣工法等

修繕

Ⅲ－１
ひび割れ

わだち掘れ

オーバーレイ工法
〇 －表層・基層打換え工法

切削オーバーレイ工法等

Ⅲ－２
局部打換え工法

Ⅱ
ひび割れ

表⾯処理工法
〇 －わだち部オーバーレイ工法

薄層オーバーレイ工法等

わだち掘れ
切削工法

補修

Ⅰ なし シール材注入工法 〇 －

〇 －
わたち部オーバーレイ工法

診断
区分

適⽤が想定
される

主な損傷例
工法名

損傷の分類

路⾯
損傷

構造
損傷
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２－７－２ 補修・修繕工法の選定フロー 
 

 補修・修繕工法の選定フローを以下に示します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路面性状踏査

診断区分

措置必要なし

区分Ⅰ

FWD調査

たわみ量D0

CBR

路床改良

D0が基準値以下

CBR≧3

CBR＜3

D0が基準値を超える

表層の使用目標年数に

到達可能か

補修工法の検討

yes

no

修繕工法の検討

「表層混合物・路盤の強化」

打換え工法

路上路盤再生工法等

クラック抑制型混合物

修繕工法の検討

オーバーレイ工法

表層・基層打換え工法等

クラック抑制型混合物

区分Ⅲ

区分Ⅱ

区分Ⅲ－１

区分Ⅲ－２

補修・修繕工法の選定

路面損傷

路面から基層までの間の損傷

舗装の支持力不足

TA法の考え方により

構造的な健全度を回復
構造的な強化は不要

舗装の支持力は十分

構造損傷

構造的な健全度の低下

ひび割れ率が40％以上

ひび割れ率

20％以上～40％未満

ひび割れ率が20％未満

補修工法の検討

切削オーバーレイ工法

わだち部オーバーレイ工法

過去の実績から詳細調査が

必要だと認められる場合
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３．修繕計画 
 

 令和５年度から令和９年度の修繕計画は表-3.1 に示すとおりです。 
 

表-3.1 ５年間の修繕計画 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

修繕年度 分類 路線数 対策工法 対象延⻑ 対象⾯積

3 切削オーバーレイ工法等 296 m 1,618 ㎡

1 打換え工法等 100 m 620 ㎡

4 切削オーバーレイ工法等 406 m 2,356 ㎡

1 打換え工法等 100 m 620 ㎡

令和7年度 B 4 切削オーバーレイ工法等 500 m 3,120 ㎡

令和8年度 B 3 切削オーバーレイ工法等 407 m 2,579 ㎡

令和9年度 B 3 切削オーバーレイ工法等 447 m 3,004 ㎡

2,256 m 13,917 ㎡

令和5年度 B

令和6年度 B

計画期間の合計
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